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論 文 内 容 要 旨
ス トレス場 面で の思 考 ・行動志向 をコー ピングスタイル と呼ぶ。 コー ピングス タイ ルはス トレ
ス状 況下 での 自発 的行動 の重要 な決定因子であ ると考え られ る。 また,適 応的 コー ピングスタイ
ル とは,環 境 か らの要請 に沿 った思考 ・行動様式 とされ てい る。
本研究 の 目的 は,健 常成人 の被験者を対象 として,適 応 的 コー ピングスタイル に関 わる神経基
盤 を検討 す ることであ る。適 応的 コー ピングス タイル に関 わ る神 経基盤 を解 明す るた めに,心 理
学 的背景 お よび心理 療法 の構造を参考 に,2要 因の分類軸(自 己 一他者 志向,未 来 一過 去志 向)
に よる4通 りの コー ピングス タイル(自 己/未来,自 己/過去,他 者/未来,他 者/過 去)を 設定
し,最 も環境 か らの要請 に沿 った思考 ・行動様 式 と考 え られ る 自己/未来志 向 の コー ピ ングス タ
イルが最 も適 応的 と想 定 した。更 に コー ピングスタイル に関 わ る2通 りの行動(自 発 的行動,強
制 された行動)を 設 定 した。
被験者 には,日 常生活 内でのス トレス場面 を設定 した写 真 を提示 した。 ス トレス場面 に 自分が
い るつ もりにな り,写 真上 に提示 される4通 りの コー ピングパ ター ンに沿 ったセ リフを感情 を込
めて 読 む よ う 『演 じる』 課 題 を行 わせ,そ の間 の脳 活 動 をfunctionalmagneticresonance
imaging(機能的磁気 共 鳴画 像法;fMRI)を用 いて測定 した。 各 セ リフを どの くらい 自発的 に
読 めたか を数値化 し,『自発性 ス コア』 と名付 けた。 ス トレス場面 で 『演 じて』 いる ときに,『自
発性 ス コア』 と脳活動 とが正相 関を示 す領域 を 『自発 的行 動』 に関わ る脳領域,負 相 関を示す領
域 を 「強 制 され た行動 」 に関 わる脳領域 と想定 し,パ ラメ トリックモ ジ ュレー シ ョンモデルを用
いて検証 した。
実験 の結 果,『 自発 性 ス コア』 と有意 な負相 関を示 した脳 活動 が,自 己/未来志 向 の コー ピ ン
グスタイル特 異的 に右 前側頭葉(右 側頭極～右 前上側頭 回)に 認 あ られ た。
過去の研究 では,右 前側頭葉 は社会 的場面におけ る陰性感情 の認知 に関 わ る領域 とされて いた。
本 実験 で の 自己/未来志 向の コー ピングスタイルの特性 か らも,右 前側 頭葉 の脳活動 は,社 会的
要請 と陰性 感情 との葛 藤の認知 に関わると考え られた。健 常者 は右前 側頭葉 の活動 を柔軟 に調整
す ることで適応的行動 を とり,葛 藤 の感 じ方 も調整 できてい るので はないか と考察 した。 一方で,
うつ状態 や社 会不適応 行動 を呈す る疾患 の病態の一端 が,右 前 側頭葉 の反応 の柔 軟性 の欠 如で説
明 しうる可能 性が示 唆 された。 また,心 理療法 にお ける認知 レベル への介入 の重 要性 も示 唆 され
た。従 来fMRI実 験 で は扱 い難 か った,複 雑な社会場 面 で の 自発 的行動 に関 す る神経基 盤 を,
自己評価尺度 で ある 『自発 性 スコア」 との相関解析 を用 い ることで 明 らか にす る ことが 出来た。
脳機 能 イ メー ジ ング と心理 臨床 との橋架 けを見 据えた研究 と して十分 な価値が あ ると考 えた。
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審 査 結 果 の 要 旨
この研究では,健 常成人の適応的コーピングスタイルに関わる神経基盤を検討 した。 コーピン
グスタイル とは,ス トレス場面での思考 ・行動様式であり,自発的行動の重要な決定因子である。
また,適 応的コーピングスタイルとは,環境からの要請に沿 った思考 ・行動様式 とされている。
本研究では,心 理学的背景および心理療法の構造を参考に,2要因の分類軸(自 己一他者志向,
未来 一過去志向)に よる4通りのコーピングスタイル(自 己/未来,自 己/過去,他 者/未来,他
者/過去)を 設定 し,最 も環境か らの要請に沿 った思考 ・行動様式 と考 えられ る自己/未来志向
のコー ピングスタイルが適応的と考えた。更にコー ピングスタイルに関わる2通 りの行動(自 発
的行動,強 制された行動)を 設定 した。
実験の結果,『自発性スコア」 と有意な負相関を示 した脳活動を,自 己/未来志向の コー ピン
グスタイル特異的に右前側頭葉(右 側頭極～右前上側頭回)に認めた。 これによって,本研究は,
日常 ス トレス場面 における適応的コーピングスタイルに関わるヒトの神経基盤を,世 界で初めて
明らかにした ものである。過去の研究では,右前側頭葉は社会的場面における陰性感情の認知に







よって,本 論文は博士(医 学)の 学位論文 として合格 と認める。
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